
　

号
外
、
号
外
、
４
月
１
日
付
『
う
わ
さ
』
の

号
外
で
ー
す
外　

　
　
「
小
泉
内
閣
本
日
解
散
」

　

え
っ
、
違
う
？　

解
散
じ
ゃ
な
か
？　

な
ん

し
よ
う
と
か
い
ね
編
集
長
は
。ほ
ん
な
ご
と
に
。

　

ば
っ
て
ん
、
ど
う
せ
博
多
の
う
わ
さ
た
い
。

ア
イ
ム
・
ソ
ー
リ
、
小
泉
ソ
ー
リ
。
気
に
せ
ん

ど
い
て
外

　

と
こ
ろ
で
、
サ
ク
ラ
も
満
開
！　

鳥
た
ち
も

野
山
で
楽
し
く
歌
う
。「

　
　

　
　
　
　

　
　
　

 

沈
黙
の
春
」
い
ず
こ
。

 

　

だ
か
ら
筆
者
も
、
今
月
の

『
う
わ
さ
』
を
、
博
多
の
文

化
を
彩
る
す
ば
ら
し
い
フ

ラ
ン
ス
の
音
色
で
飾
ろ
う
。
セ
・
シ
・
ボ
ン
外

　

さ
て
、
福
岡
市
の
貫
線
、
明
治
通
り
を
呉
服

町
か
ら
千
代
町
に
向
か
い
、
蓮
池
か
ら
左
（
北
）

に
折
れ
て
少
し
行
っ
た
と
こ
ろ
（
博
多
区
中
呉

服
町
８
―　

）
に
、「
鹿
鳴
館
」
と
い
う
西
洋
古
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美
術
の
店
が
あ
る
。

　

店
に
は
、
ア
ー
ル
デ
コ
の
家
具
を
始
め
、
フ

ラ
ン
ス
な
ど
か
ら
輸
入
し
た
大
小
様
々
な
古
美

術
品
が
、
と
こ
ろ
狭
し
と
並
ぶ
。
一
瞬
タ
イ
ム

ト
リ
ッ
プ
し
て
、　

世
紀
、　

世
紀
の
世
界
に

18
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迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
錯
覚
に
襲
わ
れ
る
。

　

店
主
（
社
長
）
の
安
川
勝
直
さ
ん
に
よ
る
と
、

ち
ゃ
ん
と
ル
ー
ト
が
で
き
て
い
て
、
し
ば
し
ば

フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
、
こ
の
よ
う
な
古
美
術
品
の

買
い
付
け
に
で
か
け
る
と
の
こ
と
。

　

安
川
さ
ん
が
、
あ
る
意
味
で
商
売
を
離
れ
て

打
ち
込
ん
で
き
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
で
き
た
古
い
オ
ル
ゴ
ー
ル
や
自
動

オ
ル
ガ
ン
な
ど
の
自
動
演
奏
楽
器
類
。

　

自
動
オ
ル
ガ
ン
の
歴
史
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
１
４
０
０
年
以
前
に
遡
り
、
日
本
で
も
、「
オ

ル
ゴ
ル
」
と
い
う
言
葉
が
、
１
８
３
０
年
（
天

保
元
年
）
発
行
の
『
嬉
遊
笑
覧
』
に
見
え
る
。

　

福
岡
市
で
、
平
成　

年
４
月　

日
か
ら
６
月

14

20

２
日
ま
で
、
西
日
本
新
聞
社
主
催
、
福
岡
市
博

物
館
で
開
催
し
た
展
示
会
に
、
所
蔵
家
の
協
力

で　

件
近
い
自
動
演
奏
楽
器
が
展
示
さ
れ
た
。

15

　

鹿
鳴
館
に
も
、
金
属
の
デ
ィ
ス
ク

や
シ
リ
ン
ダ
ー
に
、
音
を
出
す
た
め

の
突
起
が
細
工
さ
れ
て
い
る
大
小

オ
ル
ゴ
ー
ル
、
ま
た
、
折
り
重
な
っ
て
続
く
穴

が
開
い
た
厚
紙
（
ブ
ッ
ク
）
に
よ
っ
て
演
奏
が

進
む
自
動
オ
ル
ガ
ン
が
並
ぶ
。

　

安
川
さ
ん
が
ハ
ン
ド
ル
を
回
す
と
、
シ
リ
ン

ダ
ー
や
デ
ィ
ス
ク
が
回
転
を
始
め
、
古
い
懐
か

し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
鳴
り
だ
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
製
の
も
の
は
民
謡
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
一
節
、

ア
メ
リ
カ
製
の
は
、
ア
メ
リ
カ
初
期
の
賛
美
歌

《
主
よ
み
許
に
近
づ
か
ん
》
と
い
う
よ
う
に
。

　

筆
者
が
昔
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
行
っ
た
と
き
、

「
メ
ロ
デ
ィ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う
自
動

演
奏
楽
器
の
博
物
館
が
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の

自
動
演
奏
楽
器
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。　

セ
ン
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ト
コ
イ
ン
を
入
れ
る
と
、
希
望
の
曲
を
１
曲
聴

か
せ
て
く
れ
た
。
バ
ン
ジ
ョ
ー
と
か
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
な
ど
の
弦
楽
器
も
あ
っ
た
。

　

鹿
鳴
館
は
広
く
な
い
の
で
、
自
動
オ
ル
ガ
ン

は
福
岡
空
港
近
く
の
倉
庫
に
保
管
し
て
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
、
２
つ
の
見
事
な
自
動
オ
ル
ガ
ン

が
あ
っ
た
。

　

一
つ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
リ
モ
ネ
ー
ル
・
フ

一
六

「博多の春を彩るフランスの音色」

薗



レ
ー
ル
社
」
が
１
９
７
８
年
に
製
作
し
た
「
フ

ェ
ア
グ
ラ
ン
ド
オ
ル
ガ
ン
」
。高
さ
２
０
５
㌢
、

幅
が
２
０
４
㌢

も
あ
る
。
木
製
オ
ル
ガ
ン
パ
イ

プ
、
ド
ラ
ム
、
シ
ン
バ
ル
な
ど
の
楽
器
を
備
え
、

４
体
の
人
形
が
手
に
待
っ
た
鐘
を
打
つ
。

　

正
面
上
部
に
は
、
セ
ー
ヌ
川
や
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
寺
院
の
風
景
、
下
半
分
に
は
草
花
や
リ
ュ
ー

ト
な
ど
の
古
楽
器
が
描
か
れ
て
い
て
、
と
て
も

華
や
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
楽
器
の
演
奏
曲
目
は
、
当
然
フ
ラ
ン
ス

の
シ
ャ
ン
ソ
ン
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ク

リ
ス
マ
ス
の
曲
も
含
む
。
そ
れ
で
昨
年　

月
、

12

西
日
本
日
独
協
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
、
安
川

さ
ん
の
好
意
に
よ
り
無
料
で
貸
し
出
さ
れ
、
豊

か
で
柔
ら
か
い
音
が
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
１
９
３
０
年
代
、
ベ
ル
ギ
ー

の
デ
・
キ
ャ
ッ
プ
社
製
の
「
ジ
ャ
ズ
オ
ル
ガ
ン
」
。

高
さ
２
５
０
丶
、
幅
３
５
０
丶
と
一
回
り
大
き

い
。
曲
目
は
、
ブ
ッ
ク
を
変
え
れ
ば
ど
ん
な
も

の
で
も
演
奏
可
能
。
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
カ
フ
ェ

に
同
種
の
も
の
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

筆
者
が
鹿
鳴
館
を
訪
ね
た
日
、
安
川
さ
ん
は
、

ち
ょ
う
ど
ベ
ル
ギ
ー
で
の
買
い
付
け
か
ら
帰
っ

て
来
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

ベ
ル
ギ
ー
と
い
え
ば
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
と
い
う

町
に
、
こ
の
町
出
身
の
大
音
楽
家
の
名
前
を
冠

し
た「
セ
ザ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
音
楽
院
」
と
い
う

音
楽
学
校

が
あ
る
。

　

筆

者
に

音
楽
へ
の
耳
を
開
か
せ
て
頂
い
た
方
の
１
人
、

故
江
口
保
之
先
生
（
元
県
立
福
岡
高
校
教
諭
）

の
お
嬢
様
や
す
子
さ
ん
が
、
こ
の
学
院
で
ピ
ア

ノ
科
の
教
授
を
務
め
て
い
る
。　

　

や
す
子
さ
ん
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
の

交
換
学
生
と
し
て
１
年
の
予
定
で
ベ
ル
ギ
ー
に

行
っ
た
の
だ
が
、
結
局
音
楽
関
係
以
外
の
ベ
ル

ギ
ー
の
男
性
と
結
婚
し
、
住
み
つ
い
た
。

　

出
発
の
時
、
筆
者
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
羽
田
空
港
支

店
に
い
て
、
サ
ベ
ナ
・
ベ
ル
ギ
ー
航
空
に
手
荷

物
の
こ
と
で
話
し
た
事
を
憶
え
て
い
る
。
お
父

様
も
ハ
ン
サ
ム
な
先
生
だ
っ
た
が
、
や
す
子
さ

ん
は
、
色
白
で
抜
け
る
よ
う
な
美
人
だ
っ
た
。

　

福
岡
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
理
事
長
の
西
島

司
郎
氏
の
旅
行
メ
ン
バ
ー
（
本
誌
寺
田
隆
弘
社

主
も
）
も
、
ベ
ル
ギ
ー
旅
行
の
際
（
本
誌
２
０
０

１
年　

月
号　

ペ
ー
ジ
参
照
）、や
す
子
さ
ん
宅

11
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を
訪
れ
、
歓
待
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

２
月　

日
、
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
の
結
婚
式
場
、
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チ
ャ
ペ
ル
・
プ
リ
エ
ー
ル
の
す
ば
ら
し
い
オ
ル

ガ
ン
を
使
用
し
て
、
パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺

院
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ラ
ト
リ

ー
氏
の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
だ
か
ら
当
然
だ

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ボ
エ
リ
ー
、フ
ラ
ン
ク
（
ベ

ル
ギ
ー
出
身
）、
ギ
ル
マ
ン
、
ヴ
ィ
エ
ル
ヌ
と
い

う
、
フ
ラ
ン
ス
近
代
作
曲
家
の
作
品
が
主
で
、

そ
れ
に
バ
ッ
ハ
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。

　

中
で
も
フ
ラ
ン
ク
の
《
３
つ
の
コ
ラ
ー
ル
よ

り　

第
１
曲
ホ
長
調
》
は
白
眉
だ
っ
た
。
ラ
ト

リ
ー
さ
ん
の
名
人
芸
に
加
え
、
ア
ル
ザ
ス
出
身

で
、
こ
の
オ
ル
ガ
ン
を
造
っ
た
ケ
ル
ン
家
の
設

計
方
針
が
、
日
本
で
は
少
な
い
フ
ラ
ン
ス
近
代

オ
ル
ガ
ン
曲
向
き（
バ
ッ
ハ
も
十
分
弾
け
る
が
）

だ
か
ら
で
あ
る
。
九
州
は
オ
ル
ガ
ン
が
少
な
い

こ
と
で
嘆
か
れ
る
が
、
逆
に
こ
う
い
う
演
奏
が

聴
か
れ
る
と
こ
ろ
は
、
全
国
で
も
多
く
な
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
近
代
オ
ル
ガ
ン
の
特
徴
は
、
ド
イ

ツ
の
よ
う
に
音
が
鋭
く
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
近
代

オ
ル
ガ
ン
曲
の
演
奏
に
向
く
よ
う
、
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
の
よ
う
な
広
が
り
を
持
つ
点
で
あ
る
。　

　

セ
ザ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
は
、
パ
リ
音
楽
院
の

院
長
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
音
楽
、
音
楽
家
の
頂

点
に
立
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

た
ち
は
、
バ
ッ
ハ
直
系
の
ベ
ル
ギ
ー
の
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
レ
メ
ン
ス
の
も
と
に
、

バ
ッ
ハ
の
演
奏
法
を
習
い
に
い
っ
た
。
多
く
の

フ
ラ
ン
ス
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
は
そ
の
流
れ
を
引

く
。
ラ
ト
リ
ー
氏
の
バ
ッ
ハ
も
見
事
だ
っ
た
。

　

オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
会
に
は
、
最
後
に
即
興
演

奏
が
あ
る
。
５
つ
の
封
筒
か
ら
１
枚
を
聴
衆
の

１
人
が
引
い
た
ら
、
な
ん
と
《
君
が
代
》
だ
っ

た
。
ラ
ト
リ
ー
さ
ん
は
略
譜
を
前
に
、
約　

分
10

間
即
興
演
奏
を
行
い
、
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
庶
民
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
そ
し
て

本
物
の
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
音
色
が
博
多
の
街
に

春
を
告
げ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ラ
ト
リ
ー
さ

ん
の
演
奏
会
に
来
た
人
が
、
博
多
の
人
口
に
較

べ
て
少
な
か
っ
た
こ
と
が
、「
沈
黙
の
春
」
の
よ

う
で
さ
び
し
か
っ
た
。

一
七


